

















田大学に入る、すなわち 20 年後の創立 150 周年という先を見て、その頃の早稲田大学はどうい
う姿であるべきか。世界に貢献し得る大学であり続けるためには、早稲田大学はどういうことを
今これから行っていかなければいけないかと考え、ビジョン 150 という名前でもって将来構想の
策定を行っております。構想実現のための具体的なアクションプランというものを各学術院でも
って考え、20 年後に向かって一歩一歩進めていきたいと今考えているところです。
　こういった長期のビジョンを策定するという背景には、少子高齢化と生産人口の減少という本
日の年金のテーマと共通する、言ってみれば課題というものがあるのではないかと考えておりま
す。早稲田大学も国際的な大学として、この 20 年間でさらに発展して、世界に貢献する大学で
あり続けるためにいろいろな面で努力をしていきたいと考えております。今日ご参集の皆様方か
らのご協力がいただければ大変うれしく思っております。
　最後になりますが、本日のフォーラムが有意義なものとなりますように祈念いたしまして、私
からの挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございます。
